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教
科
別
対
策

⑤
英
語

基本例文の暗記有効

公
立
高
の
英
語
の
入
試
問
題

は
リ
ス
ニ
ン
グ
、
文
法
・
語
句

問
題
、
長
文
読
解
問
題
２
題
、

英
作
文
問
題
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

出
題
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と
対

策
を
紹
介
し
よ
う
。

リ
ス
ニ
ン
グ
で
は
、
自
分
自

身
に
つ
い
て
の
質
問
に
英
語
で

答
え
る
問
題
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
聞
く
」
「
話
す
」
「
書

く
」
の
３
技
能
を
同
時
に
試
す

良
問
と
言
え
る
。

設
問
自
体
は
１
、
２
年
の
学

習
内
容
で
十
分
に
対
応
で
き

る
。
日
頃
の
リ
ス
ニ
ン
グ
対
策

に
加
え
、
自
分
自
身
の
こ
と
を

英
語
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
く
と
よ
い
。

文
法
問
題
で
は
空
欄
補
充
や

並
び
替
え
が
出
題
さ
れ
て
い

る
。
比
較
的
易
し
い
の
で
、
完

答
を
目
指
し
た
い
。
教
科
書
の

基
本
例
文
は
暗
唱
し
て
お
こ

う
。
助
動
詞
、
不
定
詞
、
動
名

詞
、
現
在
完
了
形
、
受
け
身
、

関
係
代
名
詞
な
ど
、
２
、
３
年

生
の
内
容
は
よ
く
出
る
の
で
、

定
着
さ
せ
て
お
き
た
い
。

長
文
読
解
問
題
は
配
点
が
高

く
、
対
策
が
必
要
だ
。
空
欄
補

充
や
英
問
英
答
、
指
示
語
説
明

や
内
容
理
解
の
ほ
か
、
今
春
の

入
試
で
は
段
落
の
主
題
も
問
わ

れ
た
。
表
や
グ
ラ
フ
、
長
文
を

ま
と
め
た
メ
ー
ル
や
感
想
文
な

ど
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
全
体
を
し
っ
か
り
把
握
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ま
ず
設
問
に
目
を
通
し
、
何

に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
な
の

か
把
握
し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
本

文
を
読
み
、
答
え
と
関
連
し
そ

う
な
箇
所
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン

を
引
く
と
良
い
。
途
中
で
答
え

を
見
つ
け
た
ら
解
答
し
、
一
通

り
読
み
終
え
た
と
き
に
は
問
題

を
解
き
終
わ
っ
て
い
る
の
が
理

想
だ
。

英
作
文
で
は
、
会
話
の
流
れ

や
図
表
に
記
載
さ
れ
た
説
明
文

を
英
訳
し
つ
つ
、
３
文
以
上
の

英
語
で
記
載
す
る
問
題
が
出
題

さ
れ
て
い
る
。
自
由
度
は
少
な

く
、
和
文
英
訳
の
要
素
が
増
え

た
の
が
特
徴
だ
。

重
要
な
の
は
、単
語
や
熟
語
、

文
法
と
い
っ
た
基
礎
学
力
を
確

実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
。
文
法

問
題
の
対
策
と
同
様
に
、
基
本

例
文
の
暗
記
・
暗
唱
が
有
効
な

の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
例

文
に
触
れ
て
表
現
の
幅
を
広
げ

て
お
こ
う
。

（
家
庭
教
師
の
ト
ラ
イ
・
阿
部

正
純
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

答えは６日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（
８
月

日
朝
刊
）

捨てられている食品の量の

多
おお

さに、改
あらた

めて驚
おどろ

かされま

す。お店
みせ

や企
き

業
ぎょう

でも無駄に

しないように取り組んでいま

すが、家
か

庭
てい

ではどのようにし

たら食品を捨てなくて済
す

むの

か、ぜひ皆
みな

さんも考
かんが

えてみ

ましょう。（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・県
けん

図
と

書
しょ

館
かん

主
しゅ

幹
かん

坂
さか

本
もと

謙
けん

）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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問 題

①「食
しょく

品
ひん

ロス」とはどういうことでしょうか。

（ ）

②国
こく

民
みん

１人
ひとり

当
あ

たり年
ねん

間
かん

㌔の食
た

べ物
もの

を無
む

駄
だ

にしているとのことですが、毎
まい

日
にち

どのくらいの量
りょう

のご飯
はん

をごみ箱
ばこ

に捨
す

てているのと同
おな

じになるでしょうか。

（ ）分
ぶん

のご飯

③余
あま

った食品を生
せい

活
かつ

に困
こま

っている人
ひと

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

に提
てい

供
きょう

する取
と

り組
く

みを、

何
なん

といいますか。 （ ）

（小学校中学年以上／朝の会）

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

大
崎
市
は
８
月

日
、
岩
出
山

池
月
で
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
研
修

会
を
開
い
た
。
地
区
住
民
ら
約

人
が
、
専
門
家
の
指
導
で
効
果
的

な
侵
入
防
止
柵
の
設
置
方
法
を
学

ん
だ
。
参
加
者
は
池
月
地
区
の
江

合
川
沿
い
の
水
田
に
、
３
７
０
０

㍍
に
わ
た
り
防
止
柵
を
新
設
す
る

方
針
を
確
認
し
た
。

◇

指
導
し
た
の
は
、
国
の
農
作
物

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
古
谷
益
朗
さ
ん
。
池
月
地
区

で
既
に
電
気
柵
を
設
置
し
た
水
田

を
視
察
。
地
上

㌢
ま
で
の
高
さ

に
電
気
線
を
張
っ
て
い
な
い
た
め

に
侵
入
を
防
げ
て
い
な
い
場
所

や
、
適
切
な
資
材
が
使
わ
れ
ず
漏

電
し
て
い
る
柵
の
改
善
点
を
指
摘

し
た
。

古
谷
さ
ん
は
、
近
く
の
江
合
川

の
河
川
敷
に
草
が
密
生
し
て
い
る

た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
進
入
路
と
休

憩
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題

視
し
た
。

地
元
の
農
業
高
橋
良
さ
ん

は
「
５
年
前
か
ら
被
害
が
始
ま
っ

た
。
イ
ノ
シ
シ
が
河
川
か
ら
侵
入

し
て
水
田
や
道
路
を
掘
り
返
す
。

侵
入
柵
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と

苦
境
を
訴
え
た
。

池
月
地
区
公
民
館
で
講
演
し
た

古
谷
さ
ん
は
「
鳥
獣
被
害
は
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
だ
。
思
い
込
み
の

対
策
や
人
任
せ
が
事
態
を
悪
化
さ

せ
る
。
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
意
識
が
大
事
だ
」
と

訴
え
た
。

市
に
よ
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
被
害
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
２
０
１
９
年
度
は
４
３
２

万
円
だ
が
、
未
報
告
分
が
あ
る
た

め
に
実
際
の
被
害
額
は
も
っ
と
多

い
と
い
う
。
捕
獲
数
も

年
度
は

０
頭
だ
っ
た
が
、

年
度
は
２
７

８
頭
に
急
増
。
こ
と
し
も
７
月
末

ま
で
に
１
３
３
頭
捕
獲
し
て
い

る
。

侵
入
防
止
柵
の
正
し
い
利
用
方
法
を
説

明
す
る
古
谷
さ
ん

イノシシ被害地域で防ぐ

効果的な柵設置法学ぶ

大
崎
・
岩
出
山

住
民
が
対
策
研
修
会

教
室
を
改
装
し
た
作
業
室
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪

武
山
署
長
（
右
）
か
ら
感
謝
状
を
受

け
取
る
大
葉
さ
ん
夫
妻
‖
遠
田
署

不
明
児
童
保
護

夫
妻
に
感
謝
状

遠

田

署

遠
田
署
は
１
日
、
行
方
不
明

児
童
の
保
護
に
貢
献
し
た
美
里

町
の
無
職
大
葉
幸
比
古
さ
ん

と
妻
い
く
子
さ
ん

の

２
人
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

同
署
に
よ
る
と
、
２
人
は
８

月

日
午
後
４
時
半
ご
ろ
、
同

町
の
国
道
１
０
８
号
を
乗
用
車

で
走
行
中
、
道
路
脇
を
１
人
で

走
っ
て
い
た
町
内
の
４
歳
男
児

を
発
見
。
親
と
は
ぐ
れ
た
こ
と

を
知
っ
て
児
童
を
保
護
し
、
署

ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。

い
く
子
さ
ん
は
「
小
さ
な
子

が
１
人
で
汗
だ
く
に
な
っ
て
走

っ
て
い
て
、
お
か
し
い
と
思
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、
幸

比
古
さ
ん
は
「
母
親
と
再
会
で

き
た
と
連
絡
を
受
け
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

武
山
宏
司
署
長
は
「
児
童
が

熱
中
症
に
な
ら
ず
、
交
通
事
故

に
も
遭
わ
な
い
よ
う
に
未
然
に

防
い
で
く
れ
た
。
お
か
し
い
と

感
じ
た
夫
妻
の
『
気
付
き
』
が

素
晴
ら
し
い
」
と
た
た
え
た
。

白
石
市
の
旧
斎
川
小
校
舎
を

改
装
し
て
用
途
変
更
し
た
就
労

継
続
支
援
施
設
「
白
石
あ
け
ぼ

の
園
」
の
開
設
を
祝
う
式
典
が

１
日
あ
っ
た
。

同
市
の
社
会
福
祉
法
人
白
石

陽
光
園
が
、
２
０
１
８
年
３
月

末
で
閉
校
し
た
同
小
校
舎
を
市

か
ら
無
償
で
借
り
受
け
、
市
内

の
別
の
場
所
に
あ
っ
た
施
設
を

移
転
。作
業
室
や
製
品
開
発
室
、

会
議
室
に
加
え
、
住
民
と
の
交

流
活
動
に
も
使
え
る
多
目
的
室

兼
食
堂
も
設
け
た
。

知
的
障
害
者
ら
約

人
が
７

月
下
旬
か
ら
電
池
の
解
体
、
洗

濯
、
稲
作
や
エ
ゴ
マ
栽
培
、
除

草
作
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。式

典
に
は
山
田
裕
一
市
長
ら

関
係
者
や
地
域
住
民
約

人
が

出
席
。
利
用
者
ら
に
よ
る
和
太

鼓
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
た
後
、
保
科
惣
一
郎
理
事
長

は
「
利
用
者
の
社
会
生
活
を
支

援
す
る
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

深
め
、
福
祉
の
プ
ロ
集
団
と
し

て
斎
川
や
白
石
が
暮
ら
し
や
す

く
な
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
た

い
」
と
述
べ
た
。

旧

斎
川
小
に
就
労
施
設

白
石

あ
け
ぼ
の
園

開
設
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【かほくワークシートの模範解答】

①「食
しょく

品
ひん

ロス」とはどういうこと

でしょうか。

（まだ食
た

べられる食品がごみとし

て捨
す

てられてしまうこと）

②国
こく

民
みん

１人
ひ と り

当
あ

たり年
ねん

間
かん

㌔の食べ

物
もの

を無
む

駄
だ

にしているとのことです

が、毎
まい

日
にち

どのくらいの量
りょう

のご飯
はん

を

ごみ箱
ばこ

に捨てているのと同
おな

じにな

るのでしょうか。

（茶
ちゃ

わん一
いっ

杯
ぱい

）分
ぶん

のご飯

③余
あま

った食品を生
せい

活
かつ

に困
こま

っている

人
ひと

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

に提
てい

供
きょう

する取
と

り組
く

みを、何
なん

といいますか。

（フードバンク）

５
日
の答

え
だ
よ
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∪
∪
∪
∪
∪

⊃

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

柴
田
な
ど
２
回
戦
進
出

や
ど
か
り
母
さ
ん
の
宿

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪

南三陸町に義援金
山形・横山小

６年生18人が町訪問

菊田校長（左）に義援金を手渡す
児童たち

山
形
県
三
川
町
の
横
山
小

（
児
童
１
６
０
人
）
の
６
年
生

人
が
３
日
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
南
三
陸
町
を
修
学

旅
行
で
訪
れ
、
町
教
委
に
義
援

金
を
贈
っ
た
。
町
内
の
５
小
学

校
の
支
援
を
目
的
に
、
校
内
で

の
募
金
活
動
や
空
き
缶
回
収
で

得
た
お
金
を
充
て
た
。

贈
呈
式
が
町
役
場
で
あ
り
、

児
童
か
ら
義
援
金
を
受
け
取
っ

た
伊
里
前
小
の
菊
田
裕
幸
校
長

は
「
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

横
山
小
と
の
絆
を
今
後
も
大
切

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
児
童

た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
南
三
陸
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
を
発
表
し
た
。

横
山
小
は
震
災
学
習
の
一
環

で
町
を
訪
れ
、
義
援
金
の
贈
呈

を
続
け
て
い
る
。
須
藤
華
音
さ

ん

は
「
南
三
陸
の
人
た
ち

の
力
に
少
し
で
も
な
れ
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
話
し
た
。

家族守る母親の愛情など描く

登
米
・
カ
フ
ェ
経
営
斎
藤
さ
ん
自
費
出
版

挿
絵
は
市
美
術
協
会
会
員
の
及
川
さ
ん

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

６日

仙
台

▽
か
わ
む
ら
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
高
松

０
２
２
（
２
７
１
）
５
２
５
５
▽
柳

生
吉
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児

科
）
‖
太
白
区
柳
生
（
３
０
６
）
０

１
３
３
▽
か
め
や
ま
整
形
外
科
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
整

形
外
科
）
‖
太
白
区
富
沢
南
（
３
０

４
）
０
７
６
５
▽
広
南
休
日
内
科
小

児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖

太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５
８

▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・
小

児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）

９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁

（
２
６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患

診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１

１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所

（
小
児
科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町

（
２
４
７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日

救
急
診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６

１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
佐
藤
医
院
（
内

科
）
‖
蔵
王
町
宮
０
２
２
４
（
３
２
）

２
０
０
２
▽
公
立
刈
田
総
合
病
院

（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵
本
（
２

５
）
２
１
４
５
▽
清
原
歯
科
医
院
‖

白
石
市
銚
子
ケ
森
（
２
５
）
１
０
３

０
角
田
・
丸
森

▽
三
沢
医
院
（
内

科
）
‖
丸
森
町
大
舘
０
２
２
４
（
７

２
）
１
１
６
６
▽
丸
森
町
国
民
健
康

保
険
丸
森
病
院
（
外
科
）
‖
丸
森
町

鳥
屋
（
７
２
）
２
１
３
１

柴
田

▽
さ
く
ら
小
児
科
医
院

（
内
科
）
‖
大
河
原
町
住
吉
町
０
２

２
４
（
５
１
）
５
３
５
５
▽
み
や
ぎ

県
南
中
核
病
院
（
外
科
）
‖
大
河
原

町
西
（
５
１
）
５
５
０
０
▽
小
田
部

歯
科
医
院
‖
大
河
原
町
大
谷
（
５
３
）

２
１
３
４

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
石
垣
記
念
岩
沼
中
央
整

形
外
科
‖
中
央
０
２
２
３
（
２
２
）

５
１
１
１
▽
竹
の
里
歯
科
・
矯
正
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
竹
の
里
（
２
３
）

４
１
２
０

亘
理
・
山
元

▽
亘
理
整
形
外
科

‖
亘
理
町
逢
隈
鹿
島
０
２
２
３
（
３

４
）
５
３
０
３

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
多
賀
城
駅

北
口
歯
科
‖
多
賀
城
市
中
央
（
２
５

３
）
７
４
６
８

黒
川

▽
明
石
台
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
富
谷
市
明
石
台
０
２
２
（
７

２
５
）
８
８
１
５

大
崎

【
昼
】
▽
み
や
ざ
き
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
駅
東

０
２
２
９
（
２
５
）
９
３
３
０
▽
わ

た
な
べ
産
婦
人
科
内
科
・
小
児
科

（
内
科
）
‖
松
山
千
石
（
５
５
）
３

５
３
５
▽
大
崎
市
民
病
院
鹿
島
台
分

院
（
内
科
）
鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）

２
６
１
１
▽
片
倉
病
院
（
外
科
）
‖

古
川
浦
町
（
２
２
）
０
０
１
６

▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室

（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５

１
０
１
【
夜
】
▽
片
倉
病
院
（
内
科

・
外
科
）
‖
古
川
浦
町
（
２
２
）
０

０
１
６

加
美
・
玉
造

▽
中
新
田
民
主
医

院
‖
加
美
町
矢
越
０
２
２
９
（
６
３
）

２
１
５
６

遠
田

▽
宮
野
内
科
医
院
‖
涌
谷

町
桑
木
荒
０
２
２
９
（
４
３
）
５
０

３
１栗

原

▽
伊
礼
整
形
外
科
‖
築
館

高
田
０
２
２
８
（
２
２
）
０
０
６
６

▽
若
柳
消
化
器
内
科
‖
若
柳
川
北

（
３
２
）
２
３
１
６

登
米

▽
米
川
診
療
所
‖
東
和
町

米
川
０
２
２
０
（
４
５
）
２
３
０
１

▽
登
米
歯
科
診
療
所
‖
登
米
町
寺
池

桜
小
路
（
５
２
）
３
４
２
０

石
巻

▽
上
石
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
清
水
町
０
２
２
５
（
２

２
）
２
６
０
２
▽
石
巻
市
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９

４
）
５
１
１
１
▽
し
ら
ゆ
り
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
産
婦
人
科
）
‖
蛇
田
（
２
２
）

３
７
１
７
▽
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
‖

広
渕
（
７
３
）
５
８
８
８
▽
志
摩
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
中
里
（
９
６
）
８

５
９
５
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診

療
所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
か
し
わ
や
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
小
松
０
２
２
５
（
８
３
）

２
０
０
３

気
仙
沼

▽
村
岡
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
３

９
９
０
▽
条
南
整
形
外
科
‖
田
中
前

（
２
９
）
６
７
１
１
▽
鈴
木
歯
科
医

院
‖
赤
岩
五
駄
鱈

２
２

０
８
２
７

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
異
業
種
交
流
会
「
仙
台
は
な
も

く
七
三
会
」
例
会

日
午
前
７
時

半
、
仙
台
市
青
葉
区
・
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
。
イ
タ
リ
ア
か
ら

の
東
北
大
留
学
生
ジ
ェ
ル
マ
ナ
・
グ

レ
コ
さ
ん
が
「
な
ぜ
、
私
は
卒
業
論

文
を
『
伊
達
政
宗
』
と
決
め
た
か
」

と
題
し
て
話
す
。
参
加
料
３
５
０
０

円
（
朝
食
代
込
み
）
。
八
木
さ
ん
０

７
０
（
６
６
２
３
）
５
１
０
８
。

◇
一
般
就
労
困
難
者
の
就
労
支
援

相
談

８
、
９
、

、

、

、

日
午
後
４
〜
５
時
、
仙
台
市
若
林
区

・
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
太
陽
と
オ

リ
ー
ブ
」
。
シ
ャ
ロ
ー
ム
の
会
の
就

労
支
援
相
談
員
が
応
じ
る
。

日
は

同
会
理
事
長
の
行
政
書
士
菊
地
茂
さ

ん
が
担
当
。
要
予
約
。
同
会
０
２
２

（
２
９
３
）
４
３
４
５
。

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
後
１
〜
２
時
、
仙

台
市
宮
城
野
区
・
小
鶴
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
遺
言
、
相
続
、
贈
与
、
成

年
後
見
な
ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が

対
応
す
る
。
同
協
組
０
２
２
（
２
４

１
）
７
３
９
７
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

６日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
石
巻
市
・
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
石
巻
東
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
気
仙
沼
市
・
イ
オ
ン
気
仙
沼
店

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

〜
４
時
）
▽
岩
沼
市
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ

マ
ル
岩
沼
西
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

出版報告会で絵本を朗読する斎藤さん

登
米
市
迫
町
新
田
の
古
民
家

カ
フ
ェ
「
ま
ん
ま
・
る
」
経
営

斎
藤
美
子
さ
ん

が
、
東
日

本
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵

本
「
や
ど
か
り
母
さ
ん
の
宿
」

を
自
費
出
版
し
た
。

絵
本
は
３
匹
の
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
母
親
ヤ
ド
カ
リ
の

物
語
。
大
き
な
波
に
の
ま
れ
て

家
を
な
く
し
た
ヤ
ド
カ
リ
の
家

族
が
つ
ら
い
出
来
事
に
遭
い
、

怖
い
思
い
を
し
な
が
ら
安
住
の

地
を
探
し
出
し
、
子
ど
も
た
ち

が
巣
立
っ
て
い
く
姿
を
描
い

た
。挿

絵
は
、
近
く
に
住
む
市
美

術
協
会
会
員
の
及
川
寿
美
子
さ

ん

が
、
優
し
い
タ
ッ
チ
と

色
使
い
で
描
い
た
。

斎
藤
さ
ん
は
同
市
出
身
。
震

災
時
は
福
島
市
内
で
カ
フ
ェ
を

経
営
し
て
い
た
が
、
地
震
で
店

舗
が
被
災
。
福
島
第
１
原
発
事

故
の
被
災
者
ら
が
身
を
寄
せ
た

避
難
所
で
、
炊
き
出
し
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

っ
た
。
３
年
前
に
登
米
市
で
古

民
家
カ
フ
ェ
を
開
い
た
。

斎
藤
さ
ん
は
「
震
災
後
、
被

災
し
た
お
母
さ
ん
方
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
聞
い
て
き
た
。
ず

っ
と
胸
に
た
め
込
ん
で
い
た
思

い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
絵
本

に
し
た
。
家
族
を
守
る
母
親
の

愛
の
強
さ
、
感
謝
の
心
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

Ａ
４
判
、

㌻
。
３
０
０
冊

作
製
。
登
米
市
内
の
小
学
校

校
に
寄
贈
し
た
。
希
望
者
に
は

１
冊
１
５
０
０
円
で
頒
布
す

る
。
連
絡
先
は
斎
藤
さ
ん
０
９

０
（
５
８
４
３
）
４
６
８
６
。

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

県
高
校
新
人
大
会

白石―柴田 １回裏、柴田１死二塁、
舟山が中前に適時打を放つ‖蔵王

東北学院―宮城農 ３回表東北学院１死一塁、今
野隼が右越えに勝ち越しの２点本塁打を放つ。捕
手渡辺‖蔵王

県
大
会

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
県

大
会
は
５
日
、
石
巻
市
民
球
場

な
ど
３
球
場
で
１
回
戦
６
試
合

が
あ
り
、
柴
田
、
東
北
学
院
、

東
陵
な
ど
が
勝
ち
進
ん
だ
。
名

取
市
民
球
場
の
第
２
試
合
、
仙

台
二
｜
加
美
農
は
降
雨
ノ
ー
ゲ

ー
ム
と
な
り
、
６
日
の
仙
台
市

民
球
場
の
第
３
試
合
に
延
期
さ

れ
た
。

６
日
は
仙
台
市
民
、
蔵
王
両

球
場
で
１
回
戦
５
試
合
が
あ

る
。

仙
台
二

２
０
９

加
美
農

０
０
０

泉

１
０
０

０
０
０

１

東

陵

６
０
０

０
０

白

石

０
０
０

０
０
０

０

０

柴

田

１
０
０

１
０
３

７

仙
台
高
専
名
取
０
０
２

４
０
０

０
０
０

６

０
６
０

０
０
１

０
３
×

古

川

学

園

東
北
学
院

１
０
２

１
６
１

宮

城

農

１
０
０

０
０
０

１

登
米
総
合
産
０
０
０

０
０

０

１
４
１

７
×

仙

台

三

多

賀

城

０
０
０

０
０
０

０

大
崎
中
央

０
５
３

１
０

▽
１
回
戦

（
四
回
表
途
中
降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
）

（
六
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
六
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
六
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

〇
…
捕
手
舟
山
、
攻
守
で
活
躍

柴
田
は
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
初
戦
を

飾
っ
た
。
公
式
戦
初
出
場
の
捕
手
舟

山
が
攻
守
で
活
躍
し
た
。

打
っ
て
は
一
回
１
死
二
塁
で
低
め

の
直
球
を
中
前
に
運
び
、
初
打
席
で

挙
げ
た
初
打
点
が
先
制
点
に
。
守
備

で
も
主
戦
谷
木
を
好
リ
ー
ド
。
四
回

の
２
死
一
、
三
塁
の
場
面
で
は
「
直

球
で
押
そ
う
」
と
助
言
。
伸
び
の
あ

る
直
球
で
八
巻
を
二
ゴ
ロ
に
打
ち
取

っ
た
。

新
チ
ー
ム
始
動
後
は
自
ら
投
手
陣

に
積
極
的
に
話
し
掛
け
、
配
球
を
確

認
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
き
た
。「
次

戦
も
投
手
を
引
っ
張
り
、
打
撃
で
も

貢
献
し
た
い
」
。
使
命
感
に
燃
え
て

い
た
。

〇
…
東
北
学
院
、
打
線
が
爆
発

東
北
学
院
は
打
線
が
爆
発
し
て
コ

ー
ル
ド
発
進
を
決
め
た
。
２
番
今
野

隼
は
４
打
点
の
大
当
た
り
。
三
回
は

１
死
一
塁
か
ら
内
角
低
め
の
直
球
を

う
ま
く
す
く
い
上
げ
て
右
翼
席
に
運

び
「
高
く
上
が
り
過
ぎ
た
と
思
っ
た

が
入
っ
て
く
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し

た
」
。
高
校
初
の
一
発
を
喜
ん
だ
。

チ
ー
ム
は
「
打
ち
勝
つ
」
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
来
春
の
選
抜
大
会
出
場

を
目
指
す
。
練
習
の
最
後
に
は
全
員

で
１
０
０
〜
２
０
０
回
の
素
振
り
を

欠
か
さ
な
い
。
渡
辺
監
督
は
「
今
日

の
結
果
は
日
々
の
努
力
あ
っ
て
こ

そ
。
選
手
が
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て

頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
近
づ
け
る
よ

う
支
え
た
い
」
と
話
し
た
。

◇
水
泳
（
３
〜
５
日
・
グ
ラ
ン
デ
ィ

）

「
競
泳
」

【
男
子
】

▽

㍍
自
由
形

①
高
橋
康
太
朗
（
東

北
学
院
）

秒

②
高
橋
（
仙
台
二
華
）

③
加
藤
（
東
北
）

▽
１
０
０
㍍
自
由
形

①
加
藤
多
雄
宇

（
東
北
）

秒

②
庄
司
（
東
北
）
③
松

原
（
東
北
学
院
）

▽
２
０
０
㍍
自
由
形

①
松
原
晴
太

（
東
北
学
院
）
１
分

秒

‖
大
会
新
②

庄
司
洸
雅
（
東
北
）
１
分

秒

‖
大
会

新
③
青
塚
（
東
北
学
院
）

▽
４
０
０
㍍
自
由
形

①
手
嶋
陸
（
東

北
）
４
分

秒

②
佐
藤
（
東
北
学
院
）

③
青
塚
（
東
北
学
院
）

▽
１
５
０
０
㍍
自
由
形

①
鈴
木
維
案

（
東
北
）

分

秒

②
志
和
（
東
北
）

③
伏
見
（
東
北
学
院
榴
ケ
岡
）

▽
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ

①
中
村
琉
生

（
東
北
学
院
）
１
分
１
秒

②
高
橋
（
東

北
学
院
）
③
阿
部
（
東
北
）

▽
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ

①
大
場
耕
太
郎

（
東
北
）
２
分

秒

②
中
村
（
東
北
学

院
）
③
阿
部
（
東
北
）

▽
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ

①
谷
藤
大
斗

（
東
北
）
１
分
２
秒

‖
東
北
高
校
新
、

県
新
、
県
高
校
新
②
次
田
海
斗
（
東
北
）

１
分
３
秒

‖
大
会
新
③
小
浦
（
東
北
学

院
）▽

２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

①
谷
藤
大
斗

（
東
北
）
２
分

秒

‖
大
会
新
②
次
田

海
斗
（
東
北
）
２
分

秒

‖
大
会
新
③

木
村
（
東
北
学
院
）

▽
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

①
及
川
椋

平
（
東
北
）

秒

②
酒
井
（
仙
台
二
華
）

③
後
藤
（
東
北
）

▽
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

①
後
藤
悠

斗
（
東
北
）
２
分
９
秒

②
及
川
（
東
北
）

③
武
田
（
東
北
学
院
）

▽
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

①
田
辺

優
斗
（
東
北
）
２
分

秒

②
太
田
（
東

北
）
③
青
木
（
東
北
）

▽
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

①
田
辺

優
斗
（
東
北
）
４
分

秒

②
太
田
（
東

北
）
③
伏
見
（
東
北
学
院
榴
ケ
岡
）

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
東
北
（
庄
司
、

加
藤
、
大
場
、
谷
藤
）
３
分

秒

②
東

北
学
院
③
仙
台
二
華

▽
８
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
東
北
（
加
藤
、

庄
司
、
谷
藤
、
大
場
）
７
分

秒

‖
大

会
新
②
仙
台
二
華
③
東
北
学
院

▽
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

①
東

北
（
大
場
、
谷
藤
、
加
藤
、
庄
司
）
３
分

秒

‖
大
会
新
②
東
北
学
院
③
仙
台
二

華
▽
学
校
対
抗
得
点

①
東
北
２
４
８
②

東
北
学
院
１
６
４
③
仙
台
二
華

【
女
子
】

▽

㍍
自
由
形

①
加
藤
夕
（
仙
台
二

華
）

秒

②
庄
司
（
東
北
）
③
菊
地
（
東

北
）▽

１
０
０
㍍
自
由
形

①
高
橋
実
花

（
仙
台
二
華
）
１
分
０
秒

②
菊
地
（
仙

台
二
華
）
③
加
藤
（
仙
台
二
華
）

▽
２
０
０
㍍
自
由
形

①
庄
司
萌
々
華

（
東
北
）
２
分
７
秒

②
高
橋
（
仙
台
二

華
）
③
安
藤
（
常
盤
木
学
園
）

▽
４
０
０
㍍
自
由
形

①
庄
司
萌
々
花

（
東
北
）
４
分

秒

②
安
藤
（
常
盤
木

学
園
）
③
大
村
（
東
北
）

▽
８
０
０
㍍
自
由
形

①
折
笠
衣
純

（
白
石
）
９
分

秒

②
佐
伯
（
仙
台
二

華
）
③
笹
原
（
仙
台
二
華
）

▽
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ

①
工
藤
佳
奈

（
常
盤
木
学
園
）
１
分
６
秒

②
木
口
（
仙

台
二
華
）
③
佐
藤
（
利
府
）

▽
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ

①
松
村
優
香

（
東
北
）
２
分

秒

②
佐
藤
（
利
府
）

③
工
藤
（
常
盤
木
学
園
）

▽
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ

①
二
宮
さ
え

（
東
北
）
１
分

秒

②
千
葉
（
仙
台
三

桜
）
③
三
島
（
常
盤
木
学
園
）

▽
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

①
三
島
凜
花

（
常
盤
木
学
園
）
２
分

秒

②
阿
部
（
仙

台
二
）
③
千
葉
（
仙
台
三
桜
）

▽
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

①
渡
辺
杏

（
東
北
）
１
分
１
秒

‖
大
会
新
②
庄
司

（
常
盤
木
学
園
）
③
井
出
（
東
北
）

▽
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

①
渡
辺
杏

（
東
北
）
２
分

秒

②
小
山
（
仙
台
二

華
）
③
庄
司
（
常
盤
木
学
園
）

▽
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

①
菊
地

智
与
（
仙
台
二
華
）
２
分

秒

②
畠
山

（
石
巻
）
③
武
山
（
佐
沼
）

▽
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

①
阿
部

未
梨
（
仙
台
二
）
５
分

秒

②
畠
山
（
石

巻
）
③
阿
部
（
仙
台
二
華
）

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
仙
台
二
華

（
菊
地
、
加
藤
、
木
口
、
高
橋
）
４
分
５

秒

②
常
盤
木
学
園
③
東
北

▽
８
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
東
北
（
渡
辺
、

庄
司
、
井
出
、
大
村
）
８
分

秒

②
仙

台
二
華
③
常
盤
木
学
園

▽
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

①
東

北
（
松
村
、
二
宮
、
渡
辺
、
庄
司
）
４
分

秒

②
常
盤
木
学
園
③
仙
台
二
華

▽
学
校
対
抗
得
点

①
東
北
１
６
４
②

仙
台
二
華
１
４
１
③
常
盤
木
学
園
１
０
２

県
予
選

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

白
石
工
な
ど
８
強

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
県

予
選
は
５
日
、
２
回
戦
３
試
合

が
あ
り
、
白
石
工
、
仙
台
三
、

仙
台
一
が
準
々
決
勝
に
進
出
し

た
。

《》

「」

白

石

工

｜
０
｜
０

０

仙

台

工

《》

「」

仙

台

三

｜
０
｜
５

５

仙

台

《》

「」

仙

台

一

０
｜
７

｜
５

石
巻
・
気

仙
沼
向
洋

・
宮
城
水

産

▽
２
回
戦

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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